
食品廃棄物等を原材料とする飼料を給与する場合は適切な
加熱処理を徹底しましょう！

沖縄県で継続しているＣＳＦについて、発生農場で使用していた未加熱の食
品残渣が感染源となった可能性があります。

食品廃棄物等を原材料とする飼料を給与する場合は、適切な加熱処理（摂
氏７０度以上で３０分間以上又は摂氏８０度以上で３分間以上）を行いましょう。

北部家畜保健衛生所
東部・北部家畜防疫獣医師会

〒287-0004 香取市岩ヶ崎台12-1
Tel：0478-54-1291 Fax：54-5996
夜間・休日緊急（転送されます）

(公社)千葉県畜産協会
〒260-0021 千葉市中央区新宿1-2-3
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北部家畜保健衛生所 Tel.0478-54-1291   Fax.0478-54-5996

夜間・休日は転送されます、必ず5回以上コールしてください

【 概 要 】
○国内５３例目の関連農場
国内５３例目発生農場 沖縄県沖縄市 飼養状況 ３３２頭
１月 ９日 国内５３例目の疫学関連農場である農場において、家畜

防疫員による立入検査を実施。
１月１１日 精密検査を実施したところ、ＣＳＦの疑似患畜であると判明。

※このため、当該農場の飼養豚について防疫措置を講じるとともに、
当該農場と堆肥舎及び堆肥運搬車を共同利用している農場（沖縄県
沖縄市、飼養状況１，５６５頭）の飼養豚もCSFの疑似患畜とし、
防疫措置を実施（防疫措置対象：１，８９７頭（２農場））。

○国内５５例目
発生農場 沖縄県うるま市 飼養状況 １,８２５頭
１月１４日 国内５２、５３、５４例目の移動制限区域内にあり監視対象と

なっていた農場に家畜防疫員が立入。
１月１５日 家畜保健衛生所による精密検査を実施したところ、ＣＳＦの

疑似患畜であると判明した。

沖縄県におけるＣＳＦの疑似患畜の確認について
（国内５３例目の関連農場、５５例目）


